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企業プロフィール：日本電気株式会社
通信機器…IP電話網,携帯電話基地局,テレビジョン放送設備,都市・交通無線, 鉄道無線,

船舶無線,航空無線,自動車通信,宇宙通信等
コンピュータ…IAサーバ,UNIXサーバからメインフレーム,スーパーコンピュータまで

ITサービス…システムインテグレーションSI,デジタルトランスフォーメーションDX
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１．ケースメソッドとは（一般論）
※参考文献 実践！日本型ケースメソッド教育

「ケースメソッド」とは

・参加者がケース教材をもとにした討議を重ねることで、実践に備え得る叡智を紡ぎ、
困難に立ち向かう姿勢と態度を滋養するための教育方法

[ケースメソッドのねらい]
・たくさんの問題解決のためのシミュレーションが頭の中で進行し、経営に関する

意思決定の疑似体験を深める。（観察学習、脳内リハーサル効果）
・自ら解を導くという学習姿勢を身につける。
・自分自身の判断基準を他者に示すことや他者からの反論を聞くことで、自分自身

の判断基準の正当性や妥当性、あるいは実現可能性を確認し、自分にない別の
見方やより広く、深い観点を取り込んでいく。

・自らが「課題解決のための思考プロセス」の必要性に気付き、活用する。

[ケースメソッドの特徴]
・主体性が高まりやすい。
・具体的な現実物を扱うことで、理解と思考の生産性が高まりやすい。
・自ら話し、他者の話を聞くことで、新しい情報の価値を判断し、自身に取り込むこと

ができる。（自身の思考モデルの再構築）
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２．ショートケースを用いた研修でのねらい

いろいろな状況を擬似体験する

自分で考え
発言する

他人の意見を
聞く

他人と
議論する

解決課題解決をする上で、重要となる考え方や
キーワードを引き出す質問をする

若手プロマネ

講師

CASE1
2

χ

類似体験を繰り返すことで
知識・経験が有機的に繋がり、
整理されてくる

自らの
定石、定理を

見出す！

新しい問題に対しても、
自身で課題解決のための
ストーリーが構築できる

本研修は、決して、“覚えた解法パターンに照らし合わせて、課題を解
決する”ようなやり方では行わない！(応用が効かないため）

ねらい：自分で考えたり、他人と議論したりすることを数多く繰り返すことで、状況
対応力の向上を図り、課題解決に向けたストーリーを構築できるようになる。
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３．ショートケースの特徴
■特徴
①発生頻度が高く,実際に

プロジェクトマネジャが
対応に戸惑った事例

②数行の短いケース
③ 課題発生状況に関して

与えられる情報は
限られている

①課題発生状況を
イメージできる力

②課題解決に必要な
情報は 何かを考える力

想像力

リスク
想定力

原因
分析力

対策
立案力

優先
順位

設定力

課題解決力

受講者は何か試されるか？

顧客は、地場の活性化のため地元のある会社を開発作業を
発注するように強く希望している。
当社の営業も案件受注を有利に進めるため、また、今後
の顧客との⾧期的な関係を構築するため、この会社を採用
するように言ってきている。
しかし、この会社は当社にとって初めてのつきあいである。
この会社を採用すると想定した場合、あなたはＰＭとして、
事前に顧客とどのような取り決めをしておくべきだと
考えるか。
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４．本研修実施時に工夫した点
ケースでの工夫

 状況説明が少ないため,受講者は状況を想定する力を養う

 数多くのケースを学ぶ（１０ケースを学習）

講師の工夫 ※ ＰＪ経験が豊富な現役ＰＭまたは経験者を選出
 受講者への質問攻めで理解度を確かめる

 講師の経験に基づいた実践的な対応（対策など）をレクチャー

⇒ 自分の中でイメージできないものは実行できない

⇒どのような状況か？原因は何か？どういった対策があるか？など
講師から質問で受講者は深く考えるようになる。

⇒ 理論と現実を結びつけるヒントを得る。
講師が持つ問題意識で事例を捉え、自身の経験談を披露。

⇒ 今日学んだことを次に生かす機会を設ける反復訓練が必要
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５．本研修での運用
運用の特徴
 オリエンテーションによる受講者への意識づけ
少人数制＝講師１名に対して最大６名
３ヶ月集中＆２週間隔5日間研修（全10ケース学習）

（参考） 実運用
チーム構成 ： 講師1名に対して、

受講者５～６名
研修期間／人 ：３ヶ月間で５日開催

（２週間に１回ペース）
学習ケース数／人 ： 全１０ケース
実施ケース／日 ： ２ケース
研修時間／ケース ： ２．５時間
研修修了条件 ： ６０％以上の出席
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６．本研修の成果
受講者の所感
 通常業務では経験する機会があまりないプロジェクトのトラブル

ケースを疑似体験ではあるが数多く接することができた。普段で
は考えたことのない観点で考察ができた。

 実際にありそうなケースにおける、問題点の気づきや対策立案等、
視野や考え方が広がった。

 問題解決に対するアプローチに関する様々な気付きを得られた。
 トラブル発生時の初動として自分なりにシミュレーションするこ

とで対応策を検討することができた。
 業界慣習、事業部ごとの文化による考え方の違いを知ることが出

来たため、他事業部の方と仕事をする際の参考になった。
 様々な観点からリスクや対策を考え、将来まで見据えたリスク

を捉える重要性を考えるようになった。




